
が調査（ץ16世紀մ）ではቄᏼ井戸␙⏽3015ך⏗　

、北東ጩにеᒞし、ɗの南西に掘立柱建物、土坑ך

̴̜̒ᒴが見られ、遺物はこの፴ܑから集中して出

土する。調査ך中央から西ጩにかけて出土遺物は見

られない。この間については、小穴が多く見られる

が近現代のᓚсፈによる௦ϕが多くをװʠているた

ʠ、中世の遺構ࢌ度はॕᚚとᓒえられる。

北東にеᒞし、ɗのךでは掘立柱建物が調査ך３　

ٞᦇに̴̜̒ᒴが見られる。建物より南西үでは遺

構がॕᚚになる。

　これʚでの調査成ഗをᐵغ的にද២すると、野添

大辻遺跡における中世Ť期の࣒ఫ地の内部構ᦶは、

建物の北東・東үに井戸をᨗするӃكが見られる。

ʚた、第３次調査で確認された掘立柱建物は40⑎ዐ

の間᭧でᨗᒞされていることが୭௎できる。ෙɷፈ

間᭧で࣒ఫ地がךՖられ、࣒عఫ地に建物と井戸が

ᨗᒞされる内部構ᦶであったとᓒえられる。

⏗　໵ݷɹеᒞɧȿ

（⏖）໵ݷњ᰸

　泥塔њ᰸は平࡫時代ೢから᫐҄時代にかけて天

ᇗ、ᢵ౏、๯ަなどのఌᨗ᭥Ꮹがᰔ主となり、ਹᮠ

調У、ᆖ気平ᆾ、࡫ᅋፈのᰔઝをسえるたʠに土ន

の小塔をᩄᅋしњ᰸したЅఠۊဤである（⏗）。平࡫時

代にはȋ泥塔њ᰸с໬ȍにのっとり、泥塔がсられ

たことがȏЅᠦᦶ塔য٨֒ਏ経ȑにᠦかれていて、

こうしたс໬に基ɧきᩄᅋされる（３）。ఌᨗ者ࣝがᰔ

主となり泥塔をᩄᅋし、ࢩ᭏などのࡱఠ施៯ʍΥୠ

してᏢʠることでњ᰸を行ったとᓒえられる。この

時期の泥塔は⏖፝所で多ధʚとʚり発見される特ਐ

がある。

　室町時代Гᭇになると、ԃ国的にࢹధで発見され

る事例が֓ވすることから、この時期の泥塔はᩄᅋ

された৿に༑通しࠃʠると઎ࡴされる。さらに、遺

ፀ⏥ᝠǵҥॶᖐ০ӵᔘ݀ݷࡷ໵ݷΥៈ

№ 所在地 発見場所 発見状況 分類 遺構の時期
長さ
（㎝）

底部幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

底部孔
形態

底部孔幅
（㎝）

底部孔深
（㎝）

宝塔軸部の
梵字・仏

出典等

1 三重県伊勢市 松原泥塔出土遺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.6 2.5 － － － 梵字（キリーク） 註４・14

2 三重県伊賀市 将軍塚１号
塚状遺構（石に
囲まれ安置）

偏平舟形光背宝塔Ⅰ型
15世紀後半～
16世紀前半

9.5 4.9 1.7 無 梵字（キリーク） 註７

3 三重県伊賀市 常福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.5 4.6 1.7 － － － 梵字（キリーク） 註４

4 三重県名張市 貴福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.6 4.7 1.6 － － － 梵字（キリーク） 註４

5 三重県名張市 丈六寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

6 奈良県奈良市
平城京左京四条六坊
十四坪・奈良町遺跡　
第424次

井戸SE16出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 17世紀前半 （4.8）（4.2）（1.8） － － － 不明 註８

7 奈良県桜井市 山田寺 溝SD223出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 13～15世紀 （5.2） － （1.8） － － － 不明 註10

8 奈良県桜井市 文殊山 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

9

奈良県高市郡
高取町

束明神古墳　 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.7 4.5 1.6 無 梵字（キリーク）

註９

10 束明神古墳 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.9 4.9 1.6 無 梵字（キリーク）

11
奈良県吉野郡
吉野町

金峯山寺 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 梵字（キリーク）
吉野町立吉野歴史資料館
展示

12
鳥取県東伯郡
琴浦町

船上山麓 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.1 1.9 無 梵字（キリーク） 註２

13 愛知県清須市 清州城下町遺跡 溝SD4039出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀初頭

（6.8） 3.4 2.1 有　不明 － －
梵字（ウン、タラーク）
阿閦如来
虚空蔵菩薩

註11

14 愛知県愛西市 木曽川左岸 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （5.6）（3.2） 1.9 有　円形 0.4 0.2 多宝如来坐像 註15

15 三重県亀山市 正法寺山荘跡 遺物包含層出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀前半か

7.6 3.4 1.6 無 多宝如来坐像 註12・15

16 三重県松阪市 宝蔵寺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （8.3） 4.4 （2.5） 有　楕円形 0.4×0.2 － 梵字 註16

17 三重県伊勢市 等観寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 8 3.4 2 有　円形 0.4 0.5以上 多宝如来坐像 註15・17

18
三重県度会郡
大紀町

野添大辻遺跡 柱穴出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 16世紀前半 8.7 3.5 2 有　楕円形 0.4×0.3 2.3
梵字（ア）
多宝如来坐像

本報告

19
京都府相楽郡
笠置町

笠置寺経塚 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 － － － 有　円形 － － 多宝如来坐像
註15、京都府立山城郷土資
料館展示

śȋᬏさȍȋঈ部幅ȍȋ೎大؄ȍの�　�内のధғは๿ࡔᬏをኍす。　ȋŅȍはέ明をኍす。　
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跡の出土事例ではࢩ᭏ፈのࡱఠ施៯Г޺にも集落跡

で発見される。泥塔њ᰸がఌᨗ᭥Ꮹのʛならɑ຦ᝓ

ʍとঃʚり、ࢹధの泥塔でњ᰸を行うѵЖ形態ʍと

。化したことが୭௎される（４）޴

（⏗）໵ݷɹՕᰖ（第(#ܒ）

　野添大辻遺跡出土泥塔の分ഓにあたり、ع地の泥

塔を分類し、ɗの分布状໥からᓒ࢘する。泥塔の分

類はᅣລによりᐵغ的な分ഓがなされており、大き

くはこの分類にਃうがΥ部名ዌにѹ正を֓えた。泥

塔は立体形と偏平形の⏗つに分けられる（⏞）。

ጓк໵ݷ　　方形、ԓ形のもので立体的に塔を表現

したもの。

ҥॶ໵ݷ　　഍状でႅ面あるいはθ面に塔を平面的

に表現するもの。塔の形ʦ種ࡎがՎՍをもって表現

するものもيʞ。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平泥塔に分類される。ʚ

た、三重県内における中世৿期Гᭇの泥塔は偏平泥

塔であるたʠ、こちらの᠎Ᏻな分ഓをᦽʠる。偏平

泥塔は大きく３つに分類される。

⏵　ҥॶ഍Ϥᥢݷ০　　ᥢᨇでϤᥢ塔形を表現し、

θ面あるいはႅ面のعᥢにϤ大種が⏖字ɑつେされ

るもの。さらに、構ܒにより⏗つにᏳ別される。

D%　ҥॶ഍Ϥᥢݷš݀　　梵字あるいは梵字と字だ

けもの。ԃᬏ6�5Πմ৿がš�型、⏣～10Πがš�型

となる。

D&　ҥॶ഍ϤᥢݷŢ݀　　梵字あるいは梵字と字、

ᙯষฐ෵ខᰴが施されるもの。

⏸　ҥॶ഍ݷࡷ০　　ᥢᨇで宝塔を表現し、θ面あ

るいはႅ面に梵字、字がେされているもの。

⏹　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷ০　　舟形光背形の土版に宝

塔形が表現され、塔᤹に梵字を᭞խしたもの。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平舟形光背宝塔形に᠍当

する。ᅣລの分類では偏平舟形光背宝塔形のᏳ別は

なされていないが、Ᏻ別により地域的なӃكが୭௎

できるたʠ、ፆ者がГάの通り分類を行った。

H%　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷš݀　　舟形光背形の土版で

ᑖు面形が偏平なもの。正面には༓いՎՍで宝塔が

表現され、宝塔の軸に梵字が見られるもの。

H&　ҥॶᖐ০ӵᔘݷࡷŢ݀　　舟形光背形の土版で

ᑖు面形は正面が立体で、背面とү面、ঈ部が偏平

なもの。正面には立体的に宝塔が表現され、宝塔の

軸に梵字ʦЅが見られるもの。野添大辻遺跡の泥塔

は偏平舟形光背宝塔Ţ型にあたる。

（３）ҥॶ໵ݷɹՕ॒（第⏥ᝠ）

　偏平泥塔の内、偏平舟形光背宝塔š型は12例、偏

平舟形光背宝塔Ţ型は⏡例確認できる。偏平舟形光

背宝塔š型はߐᖪ県と三重県の伊ᢽᇮ地で多くの分

布が見られる。Ј地域ʍのঃがりはᴚ؜県ᖛ上࣢ᵴ

で⏖ဣのʛであることから、ߐᖪから伊ᢽ地域のປ

ᥒ的Ⴗい地域が༑通の分布であったとៜえよう。

　偏平舟形光背宝塔Ţ型は三重県の伊勢地域を中心

に分布し、愛知県࣊৓地域ʦ京都府ݐ࣢地域にもঃ

がりを見せる。偏平舟形光背宝塔š型とؾ෵にႷい

地域が༑通፴ܑとᓒえられ、このЈの地域ではؾ型

の泥塔は確認できていない。

　偏平泥塔の分布は、偏平഍Ϥᥢ塔形はክऄ県から

ऄ൓県・Პ知県とঃい፴ܑで見られ、偏平഍宝塔形

はԋঐ県が中心となる（６）。さらに、発見基ధでは偏

平഍Ϥᥢ塔š�・Ţ型、偏平഍宝塔形は⏖፝所から

多ధʚとʚり発見される例が多く、偏平഍Ϥᥢ塔š�

型はࢹధで発見される特ਐがあると୭௎される。ፀ30ܒǵҥॶᖐ০ӵᔘ݀ݷࡷ໵ݷՕᰖ（172）ܒ
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（⏜）Տܤϟёɹද២

　野添大辻遺跡の泥塔は掘立柱建物の柱穴から正立

状態で出土した。柱のାき؜り৿に柱穴ʍ࡫ᒞされ

たものとᓒえられる。偏平舟形光背宝塔型泥塔の出

土状໥をʚとʠ、時期ʦ出土遺構のਸൔをද២する。

状遺構より偏平ݻ　　⏆ΪᩂላРᢽ॑⏃ش⏖ݻ᥅ࢰ

舟形光背宝塔š型泥塔が出土。ݻ状遺構の中心部に

おいて表土ά30～40Πのࣝでቄにܑʚれて࡫ᒞされ

た状態が確認された。中心部の表土ά25Πዐで陶器

類、50～60Πዐで土師器皿が出土しており、15世紀

৿16～ץ世紀մץのものとᓒえられる（⏡）。

ॶݐϴृϴ܋೼Ԉܻܰ܋מ͹ߐᖪᅘ᧨ᤄ⏃ߐᖪላߐ

ᖪ॑⏆　　調査ではߐᖪ～ຽ戸時代ʚでの遺構・遺

物が確認された。井戸␙⏽16から偏平舟形光背宝塔

š型泥塔と17世紀մץの土師器、ᄲᣒ土器、陶器ፈ

が出土している。泥塔の上部が๿ࡔしሂᥢ、宝᫒が

確認できる（⏣）。

೺౩ኜߐ⏃ސإᖪላᲞ؜ᅘ⏆　　中世のᇴ掘坑のԂ

Њ近で偏平舟形光背宝塔š型泥塔⏗基がᒞかれたؤ

状態で出土。ᇴ掘坑のݡ積土からは15世紀のものと

ᓒえられる小型ᄲ器椀が出土しており、ؾ時期のも

のと୭௎される。泥塔はᇴ掘৿にњ᰸のたʠにᒞか

れたものと見られる（⏥）。

　なお、⏗基の泥塔は正面に宝塔と梵字（˥リー˪）

がある構ܒとなるが、宝塔の形態にᗐॵ᧓いが見ら

れる。別型でс成されたものとᓒえられる。

࣢ᅒߐ⏃ࢩᖪላ൥ϥ॑⏆　　13世紀～15世紀の土器

をيʞྋ␙⏻223から偏平舟形光背宝塔š型泥塔が出

土。泥塔は上ץ分が๿ࡔしており宝ჳ、ሂᥢ、宝᫒、

ᮮᇻ、ጼが確認できる（10）。

ནिݐάᅘ᧨ᤄ⏃ડሾላན᯷॑⏆　　ౙϤ条川にι

行して៯けられたྋ␙⏻4039から׬体で偏平舟形光

背宝塔Ţ型が出土。␙⏻4039はౙϤ条川のໜ川ዷ間

とᅊ༎域のޅᅠྋとされ、遺構޴᧦の状໥からݐά

町š期（15世紀৿16～ץ世紀՟ᰄ）とеᒞɧけられ

る。

　ౙϤ条川の時期は15世紀৿ᘽから16世紀մץと見

られる。出土遺物には 経ʦߴ໬ᙯᘠ経、ᩆոᖔᗐ

経を書Ԡしたר塔ࠤ、ံధのՒӂのあるᰄᲓፈがあ

りࡱఠ的なݭであった事が஠ࡴされる（11）。

　泥塔には宝塔、梵字、Ѕが立体的に表現されてお

り、野添大辻遺跡の泥塔と類аする。しかし、宝塔

の軸内にはϠЅ（ᭁ 如来、ᛕዷ蔵ᘞᚨ）とɗれぞ

れのᰄ上には梵字があり、構ܒにे異が見られる。

๭໬࣢ࢩᗸᤄ⏃ΪᩂላϘ࣢॑⏆　　第⏣次調査の׃

ᐚࡔ࣢ᗸ跡。より偏平舟形光背宝塔Ţ型が出土ࣝي

期（15世紀৿16～ץ世紀մץ）と࣢ᗸ跡Гմ（13

世紀）の⏗期の遺構が確認された（12）。Јの遺跡にお

ける偏平泥塔の時期をᤑʚえると、մ者の時期にあ

たるとᓒえられる。泥塔には宝塔、Ѕ像が確認でき、

梵字の೑ံはέ明ርであるが、野添大辻遺跡とؾ型

のものである。

ጼᒞࢩᐁݻ⏃ϴᨊঌݐ࣢ᅘ⏆　　ጼᒞࢩ経ݻはߐᖪ

時代からのো֩ѵЖのᮠݭで、平࡫時代৿期の土ន

経ፏʦ᪅ន経ፏ、ഌᵒ᫦、ᮾᇐታࡎغፈのΥୠ遺物

がある（13）。偏平舟形光背宝塔Ţ型が表஛されている

が、時期はέ明である。泥塔には宝塔、Ѕ像が確認

でき、梵字の೑ံはέ明ርであるが、野添大辻遺跡

とؾ型のものである。

　Г上の出土事例のද២から、偏平舟形光背宝塔š

型は15～16世紀が՟現で17世紀ʚでᐙᐚし、偏平舟

形光背宝塔Ţ型は15～16世紀のものとᓒえられる。

出土状໥を整ჿするとࢩ᭏、経ݻ、ݻ状遺構といっ

たѵЖに関するݐ、ݭά町ʦᬐմ町、集落といった

ᅊ༎に関するݭに分類できる。৿者でも野添大辻遺

跡ʦན᯷ݐά町遺跡はᅊ༎域におけるኢነに関わる

ものであʸう。

　偏平഍Ϥᥢ塔š�型についても上記のような⏗つ

の出土̮ターンが୭௎されており、中世৿期におけ

る泥塔գᅎの特ਐとеᒞɧけることができる。

　泥塔は中世մ期においてఌᨗ᭥Ꮹによるњ᰸にᭉ

ఠ施៯（ɗࡱ᭏ፈのࢩされていたが、中世৿期にはࡴ

れに関ᦹする施៯）でᅊᅋされた৿に地域ʍ༑通し、

地で地᫙ʦኢነፈにգᅎされたとᓒえられる。よع

りάеの຦ᝓͤ̾͡ʚでঃがる中で、ѵЖの中心が

こうしたϺǾʍと޴化したと見られる。出土事例が

ᭉࡴされることからも、ປᥒ的上еの᭥ࣝʦ࢏ងࣝ

がᅎいたものであっただʸう。

（⏞）ʚɭʠ

　野添大辻遺跡は熊野脇道໤いのΥᖔ的なݳ村であ

るが、出土遺物にはᄲᣒᰟဗʦ泥塔といった重要遺

物が見られる。ᰟဗは京ʦݯといった都市部、地方
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ではݐ᱅ʦࢩ᭏、ཱིなどの集త地で出土が多く、Υ

ᖔ集落には見られないという。こうした出土遺物の

特ਸからЊ近に೑֐者の࣎᱅がࡔ在したことʦ上е

の᭥ࣝ・࢏ងࣝにあたるϺ物のࡔ在がᓒえられる。

　ʚた、こうした重要遺物の༑通の背ಕとして、多

気とߡ伊勢・熊野のᐄ፲ဣとなる集落であったこと

ʦ、伊勢地域に所在するԃ国࣐୭の経ཕ都市である

࣢ᅒの৯ᯱが઎ࡴされる。都市部からの経ཕ的・文

化的৯ᯱが野添大辻遺跡のような᝘道໤い集落ʍも

໳ؖしていたのであʸう。

⏙　ᐄ᠝

　野添大辻遺跡の発掘調査によって、宮川中༑域の

段丘上にࣙᬖするᑊ文時代౛期の集落、中世におけ

る熊野脇道໤いの集落のࠒが明らかとなった。Ё৿、

工事に伴う立会調査も᭦時ᐙᐚするが、本報告にお

いてΥךՖりとなる。

　本報告では偏平舟形光背宝塔型泥塔のʛのද២に

ᅥʚったが、偏平泥塔の出現時期と分布、出土状໥

を近年の出土事例をᤑʚえてᓒ࢘を行うことがᠩᰍ

である。҅別の分ഓでは、泥塔は型сりという特ਐ

からؾ型品のද២がخᔨとᓒえる。遺跡ʦ地域間で

のؾ型品の特ࡴにより、ᅊᅋと༑通の実態がより᠎

Ᏻに現れ、地域社会のࠒが༝き৫りとなることであ

ʸう。ʚた、ᄲᣒᰟဗʦ泥塔といった重要遺物につ

いてԃ国的なປᥒ、ද២をᦽʠることで本地域と熊

野脇道を行きかうϺǾのࠒがより᳞明なものになる

であʸう。
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